
平成 27年度 第２回運営委員会議事録 

 

■ 日  時  ： 平成 27年 6月 16日（火） 18：00～20：00 

■ 場  所  ： サプリ村野 環境保全研修室 

■ 出席者  ： 伊丹、進藤、末岡、竹島、田中靖、丸井、宮村、大倉（枚方市） 

■ 欠席者  ： 井上、田中晃、豊高 

■ 議  長  ： 末岡     ■議事録作成 ： 事務局 

■ 配布資料 ： 

・  平成 27年度 温暖化対策事業推進チーム 第２回ミーティング議事録 

・ 平成 27年度 第 2回まちづくり部会議事録 

・ 平成 27年度 第 2回自然エネルギー部会報告  

・ 平成 27年度 第 2回環境教育サポート部会議事録 

・  

1．報告事項 

（１）事務局報告 

  ○議事次第の会員数の表記を変更した。４月は、会費未納による退会者がでるため、数が減る。 

  ＜主な意見＞ 

   ・今年の目標は？ 

    →純増 10人。 

 

  ○地球温暖化対策推進チーム報告 

     今年度は、昨年度までの「節電コンテスト」を改め、電気・ガス・水道を対象とした「省

エネコンテスト」を実施する。    

 ＜主な意見＞ 

  ・過去に賞をとった人は、表彰対象から外してはどうか。 

   →環境総務が行っている学校園表彰では、一度賞をとったところは対象外としている

が、そうなると、せっかくよい取り組みをしているところも意欲が継続しにくいと

いう事がある。こういう事は、継続が大切であるので、何度でもあげればいいので

はないか。 

→自動車業界で行われている優良整備店の表彰も毎年受賞するということが、店にと

って非常に大きな励みになっていると聞く。 

→ステップアップしていく形にはできないか。 

（結論）過去の受賞者も対象とする。表彰のタイトルや文言は検討する。 

 

  ・我が家のエコノートのポイント交換商品は手厚すぎるのではないか。 

 →エコノートは企業や行政にとってもＰＲ効果が高く、補助金や協賛金を頂いている

ので、今のところはこのままでいく。予算が減れば、縮小する可能性もある。 

 

（２）部会報告                                  

①公共交通部会 

・秋のスタンプラリーの日程が会場の都合で 10/17（土）となった。 

・バスイベントを活用したいというようなことがあれば言ってほしい。 



・今回は、20回目の節目であるため、盛大にという声が上がっている。内容は企画中である。 

②まちづくり部会 

・５月３１日に環境スターター講座第一回として、ウォーキングイベントを行った。前回よりも

参加者が増えた。スタッフも慣れてきたので、今後も続けていきたい。 

・清掃活動を行っている二宮公園の整備を目的とし、「枚方市花と緑のまちづくり事業」に応募す

ることを検討している。 

 ＜主な意見＞ 

 公園を拠点とする活動は、その地域ですでに行われている場合も多い。地域の自治会などとの

事前の話が必要である。 

 

  ③環境教育サポート部会 

・環境教育とはどういうものかと考え直しているところである。 

・今月、くらわんか塾が開講する。応募は、現在９名。 

・Ｓ-ＥＭＳチームでは、今年何を行うのか、教育委員会で説明を行った。 

・教材の開発は、難しいので、もう少し、分解して考えていこうと思う。 

 ＜主な意見＞ 

45 分の授業の組み立てをしっかり考えてほしい。“ねらい”は何か、“気づいてほしいこと”は

何かを明確にすべき。年に一つでもいいので、しっかりとしたものをつくってほしい。 

 

２．協議事項                             

（１）情報コーナーの当番について 

  ・ 夏休み（7/18～7/25）の間、毎日 10：00～17：30開館となる。 

    そこで、土日の当番をどうするか検討したい。 

  （結論）主に、宮村さんが担当する。 

   

  ・前回、各部会の当番曜日の希望を各部会で話することとなっていたので、報告してほしい。 

  （結論）月曜日：自然エネルギー部会、水曜日：教育サポート部会、木曜日：公共交通部会、

金曜日：まちづくり部会として、７月より実施する。 

（２）会員証の発行について 

    以前から意見のあった、会員証について、会員である自覚、帰属意識や活動参加意欲をも

ってもらうために発行を検討する。 

＜主な意見＞ 

    会員特典などはあるか 

 →講座によっては、カード提示により、参加費無料にする場合もある。 

（結論） 

・会費の入金後、毎年発行する。 

 

（３）新規事業について 

若い世代に参加してもらおうと、これまで、大学に働きかけを行っていたが、大学は、生徒

への働きかけが難しい。事務所にチラシを置く程度となる。そこで、「高校生による環境サミ

ット」を行ってはどうだろうか。 

＜主な意見＞ 

・高校生は、どのように集めるのか。 



→枚方市内の高校の知り合いの先生から働きかけてもらう。 

・イメージは 

→エコフォーラムの分科会で行ってもよい。次年度以降実施にむけ、検討していきたい。 

（４）人材登録バンクについて 

    行政でも行っているが、宣伝もしていないし、浸透していない。枚方市在住・在職の環境

に関わる人材をネットワーク会議で把握し、いろいろなところから相談があった場合など

に紹介できるようにしたい。 

＜主な意見＞ 

・ほしい人材があつまるのだろうか？ 

・集まった人材を活用できる場があるか？ 

・資格のある人は安心する。 

・その人たちを活用するための事業展開をするのか？ 

・本当に必要か？ 

・特技登録のようなものか？ 

（結論） 

 引き続き検討する。 

 

次回運営委員会 

日 時：2015年 7月 30日（木） 18：00～20：00  

場 所：サプリ村野環境保全研修室 

議 事：1．報告事項 

    2.協議事項 

      ・ 

  

 

 


